
 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

趣旨の理解 ・本業務の趣旨（目的・内容）を十分に理解しているか。 10

・仕様書５（２）➀に記載の内容について、申

請支援の対象とする県内の活動団体の選定や支

援のプロセス、認定支援後の波及効果を視野に

入れた申請支援の内容を具体的に提案するこ

と。

・スケジュールや体制が現実的で、申請提出まで到達できる内容か
・現地確認→課題整理→書類作成までの工程が具体的に設計されているか
・対象地の評価手法やモニタリング設計が科学的・実践的であるか
・支援内容が宮城県の生態系ネットワーク形成に資する視点が含まれているか
・将来的な候補地の掘り起こしや横展開につながる提案となっているか

20

（ア）仕様書５（１）②に記載の内容につい

て、ターゲットとする県内企業の業種や規模、

意思決定層・実務担当者等のターゲット層を明

確に設定したで、「自分事化」を促すための集

客・周知戦略を具体的に提案すること。

・ターゲットとなる県内企業の特徴や設定する参加層を踏まえた提案内

容となっているか。

・本県の地域戦略及び、国内外のネイチャーポジティブの取組の動向を

踏まえた方針となっているか。

・企業にとって実務的に役立つ内容（事例・手法）になっているか

15

（イ）仕様書５（１）②に記載の内容につい

て、受講企業が単なる知識習得に留まらず、自

社の事業活動と生物多様性の関わりを把握し、

次の一歩（自然共生サイト認定申請や保全活動

への参画等）を踏み出せるようなプログラム構

成を提案すること。

・交流機会に係るメニューの進め方（ファシリテーション、テーマ設定

等）が具体的か

・参加後のアクション（連携・取組開始）につながる設計になっている

か

・単発で終わらず、継続的な関係構築につながる仕組みがあるか

15

ネイチャーポジティブの実現に向けて、県の施

策として強化するべき取組等

・本県のネイチャーポジティブの実現に向けて、県として取り組むべき

必然性が整理されているか。

・実態を踏まえ、実現性のある内容となっているか。

（例：他部局連携による支援活動の実施、多様な主体との連係強化の体

制構築など）

10

作業スケジュール・人員体制

・業務の遂行に必要な体制（組織、人員）が整っているか。

・作業スケジュールは適切か。 （業務を確実に履行できる業務工程と

なっているか）

20

専門知識・過去の業務担当の実績等

・生物多様性についての専門知識を有する者（博士・修士（生物、生態

系分野等）、生物分類技能検定、ビオトープ管理士等が実務に携わって

いるか。

・ネイチャーポジティブ促進の取組に関わる実務経験者が業務に従事し

ているか。

10

100

令和８年度宮城県ネイチャーポジティブ推進業務 審査表

審査項目 審査の視点 配点

評価点平均（60未満は選定対象外となる。小数点以下切捨て）

（１）業務理解及び基本方針

（３）企業向け研修会・マッチング支援の実施方針

（２）自然共生サイト申請書作成支援の実施方針

（４）自由提案

（５）事業実行力

評価合計点


